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11 月２日に都城地域家畜市場

を会場に「第 7回九州連合ホル

スタイン共進会」「第 15回全日

本ホルスタイン共進会プレ大

会」が開催され九州・沖縄各県

から 165 頭の出品がありまし

た！大会では来年の全共開催

に向け運営や防疫体制などの

確認を行いました！ 

第 15回全日本ホルスタイン共進会九州・沖縄ブロック大会 実行委員会 

10月 31日に実行委員会主催

で全共開催 1 年前イベント

を開催しました。 

宮崎市山形屋前でノベルテ

ィーグッズの配布や牛乳の

無料配布により全共開催の

ＰＲを行いました！ 

10月 3日に開催された

第 61回宮崎県畜産共進

会会場において来場者

や畜産関係者の方に全

共開催のＰＲを行いま

した！ 



美味しい牧草を維持するには、適正な PH を保つことが必要です 

定期的な石灰(炭カル)の投入が必要 

 

 

 

○草地における PH 低下の原因は？ 

土壌の PH は降雨、施肥、牧草の石灰分の吸収等により、年々低下します。

牧草は石灰の吸収量が大きく、年間 12～13kg、炭カルにして約 25kg/10a

相当の石灰分が吸収されます。 

こうして石灰分を補充しなければ草地土壌は酸性に傾くことになります。  

 雨 ･･･土壌中の石灰が雨水に溶け流出 

 肥料･･･牧草に吸収されにくい硝酸根や塩素等が石灰と結合、流出 

 牧草･･･牧草が石灰吸収、刈取る事により石灰が消失 

 

 

 

○土壌 PH の維持の効果 

PH 低下 PH 適正 

 マメ科牧草の衰退 

 主要牧草の減少 

 裸地の増加 

低 PH を好む雑草の増加 

 リン酸肥料の肥効を下げる 

 マメ科牧草の維持 

 牧草の活力が高まる 

 イネ科雑草の侵入防止 

 リン酸の高い肥効率が得られる 

○石灰散布方法 

① 散布時期･･･ 最終番草刈り取り後、あるいは、早春施肥の 10 日前 

② 散布量･･･毎年施用の場合：30～40 kg/10a、 

隔年施用の場合：60～80 kg/10a 

※注意点･･･堆肥やスラリー等を散布する場合、石灰散布 10 日以上後に散布 

(石灰と窒素が混合されるとアンモニアが揮散し家畜糞尿中の窒素成分が低下） 

 

参考 平成 16年度 酪農 Q&A Q13 根室農業改良普及センター北根室支所 

美味しい牛乳 健康な牛 良い餌・水 良い土

適正な PH を維持するには 

 














